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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成30年3月15日(2018.3.15)

【公表番号】特表2017-512613(P2017-512613A)
【公表日】平成29年5月25日(2017.5.25)
【年通号数】公開・登録公報2017-019
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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｃ  19/02     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ａ６１Ｃ   19/02     　　　　
   Ｂ６５Ｄ   81/24     　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月1日(2018.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　包装システムであって、
　歯科用機器と少なくとも一つの揮発性または気体放出成分を含む主組成物を含むように
構成された、少なくとも一つの区画を画定する、容器および取り外し可能なカバー、およ
び、
　前記主組成物から分離し、前記主組成物と流体連通する犠牲組成物を含むように構成さ
れた少なくとも一つの領域であって、前記犠牲組成物は、密封された内部容積内において
、前記主組成物中の前記少なくとも一つの揮発性または気体放出成分に取って代わるか、
前記少なくとも一つの揮発性または気体放出成分と置き換わる、安定化成分を含む、前記
少なくとも一つの領域、
を含むことを特徴とする包装システム。
【請求項２】
　請求項１の包装システムであって、前記容器が、空気、酸素、その他の気体、水蒸気、
または揮発性材料の少なくとも一つに対して実質的に不透過性の少なくとも一つの障壁層
を含む積層構造と、該積層構造に強度と剛性を提供する、少なくとも一つの構造層とを含
む場合、前記少なくとも一つの区画は、前記少なくとも一つの揮発性または気体放出成分
に対して実質的に不透過性であり、前記取り外し可能なカバーは、箔、紙、または、積層
材料のうちの少なくとも一つを含むことを特徴とする包装システム。
【請求項３】
　請求項２の包装システムであって、前記積層構造は、
（ｉ）エチレン－ビニルアルコール共重合体（ＥＶＯＨ）、プロピレン－ビニルアルコー
ル共重合体（ＰＶＯＨ）、ポリ塩化ビニリデン（ＰＶＤＣ）、ポリアミド、ナイロン、ニ
トリル共重合体、ポリアクリロニトリル（ＰＡＮ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥ
Ｔ）、レゾルシノール、オルモサー、液晶重合体（ＬＣＰｓ）、脂肪族ポリケトン、プラ
ズマガラス塗料、熱硬化性エポキシ塗料、および、ナノコンポジットの群から選択される
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、酸素分子に対して実質的に不透過性の、少なくとも一つの障壁材料、
（ｉｉ）環状オレフィン重合体（ＣＯＰｓ）、環状オレフィン共重合体（ＣＯＣｓ）、ポ
リクロロトリフルオロエチレン（ＰＣＴＦＥ）、酸化アルミニウム塗料（ＡｌＯｘ）、塩
化ビニリデン共重合体、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、および、ポリプロピレンの群
から選択される、水分子に対して実質的に不透過性の、少なくとも一つの障壁材料、また
は、
（ｉｉｉ）ポリオレフィン、ポリエステル、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリエチレン（Ｐ
Ｅ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、ポリ二塩化ビニル（ＰＶＤＣ）、エチレン－酢酸ビニ
ル共重合体（ＥＶＡ）、および、グリコール変性ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴＧ
）の群から選択される、少なくとも一つの構造重合体、
を含むことを特徴とする包装システム。
【請求項４】
　請求項１の包装システムであって、前記少なくとも一つの区画は、前記歯科用機器の形
状に対応する形状を有し、さらに、前記容器の第１の区画内に配置された、前記歯科用機
器、および、前記主組成物、および、前記第１の区画と流体連通する、前記容器の第２の
区画内に配置された前記犠牲組成物を含むことを特徴とする包装システム。
【請求項５】
　請求項４の包装システムであって、前記密封された内部容積は、前記主組成物と前記犠
牲組成物の合計体積の約５００％未満、または、約３００％未満、または、約２００％未
満であることを特徴とする包装システム。
【請求項６】
　請求項４の包装システムであって、前記歯科用機器は、歯科用治療トレーを含み、前記
主組成物中の前記少なくとも一つの揮発性または気体放出成分は、
（ｉ）過酸化物を含み、前記犠牲組成物中の前記安定化成分は、酸素を放出するか、また
は、
（ｉｉ）水、および、有機溶媒からなる群から選択される、
ことを特徴とする包装システム。
【請求項７】
　請求項４の包装システムであって、前記主組成物は、揮発性溶媒または揮発性モノマー
の少なくとも一つを含む接着剤組成物であり、前記犠牲組成物の前記安定化成分は、前記
揮発性溶媒または前記揮発性モノマーを含むことを特徴とする包装システム。
【請求項８】
　請求項４の包装システムであって、前記犠牲組成物が、前記主組成物と同じ組成を有す
る場合、または、前記犠牲組成物が、前記主組成物より大きい濃度または量の前記少なく
とも一つの揮発性または気体放出成分を含む場合、前記犠牲組成物中の前記安定化成分は
、前記主組成物の前記少なくとも一つの揮発性または気体放出成分を含むことを特徴とす
る包装システム。
【請求項９】
　請求項４の包装システムであって、前記犠牲組成物中の前記安定化成分は、前記主組成
物の前記少なくとも一つの揮発性または気体放出成分の気化速度より大きいか、または、
等しい、気化速度を有することを特徴とする包装システム。
【請求項１０】
　歯科治療システムであって、
　容器および取り外し可能なカバーによって画定された、密封された内部容積、
　前記密封された内部容積内に配置され、少なくとも一つの揮発性または気体放出材料を
含む、歯科用組成物、および、
　前記歯科用組成物と分離し、前記歯科用組成物と流体連通する犠牲組成物であって、前
記密封された内部容積内において、前記主組成物中の前記少なくとも一つの揮発性または
気体放出成分に取って代わるか、前記少なくとも一つの揮発性または気体放出成分に置き
換わる、安定化成分を含む犠牲組成物、
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を含むことを特徴とする歯科治療システム。
【請求項１１】
　請求項１０の歯科治療システムであって、前記歯科用組成物は、歯科治療用組成物また
は歯科用接着剤組成物であることを特徴とする歯科治療システム。
【請求項１２】
　請求項１０の歯科治療システムであって、さらに、その上に配置された前記歯科用組成
物を有する歯科用治療トレーを含み、前記歯科用組成物は、過酸化物を含む歯科用漂白組
成物を含むことを特徴とする歯科治療システム。
【請求項１３】
　請求項１０の歯科治療システムであって、前記密封された内部容積は、前記歯科用組成
物を含む第１の区画、および、前記犠牲組成物を含む第２の区画を含み、前記流体連通は
、前記第１の区画と前記第２の区画との間の少なくとも一つの通路によって確立され、前
記容器は、空気、気体、水蒸気、または、揮発性物質の少なくとも一つに対して実質的に
不透過性の少なくとも一つの障壁層、および、積層構造に強度および剛性を提供する、少
なくとも一つの構造層を含む、前記積層構造を含み、および、前記容器と前記取り外し可
能なカバーの少なくとも一方が、空気、気体、水蒸気、または、揮発性物質の少なくとも
一つに対して、実質的に不透過性であることを特徴とする歯科治療システム。
【請求項１４】
　歯科用漂白システムであって、
　密封された内部容積を画定する包装容器および取り外し可能なカバー、
　前記密封された内部容積内に配置された歯科用漂白器具であって、
　　人の歯の少なくとも一部の上に配置するために構成された障壁層、および、
　　前記障壁層に隣接して配置され、過酸化物を含む歯科用漂白組成物、を含む前記歯科
用漂白器具、および、
　前記歯科用漂白器具から分離し、前記密封可能な内部容積内に配置された犠牲組成物で
あって、前記密封可能な内部容積内において酸素を放出し、前記取り外し可能なカバーを
取り外す前に前記過酸化物の分解を減少させる酸素放出物質を含む、前記犠牲組成物、
を含み、
　前記包装容器および前記取り外し可能なカバーは、それぞれ、酸素と水蒸気の少なくと
も一つに対して実質的に不透過性である少なくとも一つの材料を含むことを特徴とする歯
科用漂白システム。
【請求項１５】
　請求項１４の歯科用漂白システムであって、前記歯科用漂白組成物は、前記密封された
内部容積内に最初に配置されたときに過酸化物の初期濃度を有し、少なくとも３ヶ月後に
、前記過酸化物の初期濃度の少なくとも約７５％、または少なくとも約８５％、または少
なくとも約９０％、または約９５％から約１００％を保持し、前記歯科用漂白組成物は、
水を任意に含み、前記犠牲組成物は、前記密封可能な内部容積内において水蒸気を形成し
、前記取り外し可能なカバーを取り外す前に、前記歯科用漂白組成物からの水の蒸発を減
少させる水を、任意に含むことを特徴とする包装システム。
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